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八尾市議会議員に26歳で初当選、
以後連続3期当選
八尾市長選に出馬 35,268票を得たが惜敗
大阪府議会議員に42歳で初当選、
以後連続2期当選
八尾市長に38,076票を得て初当選
全国市長会理事、近畿市長会副会長を歴任
八尾市長に72,058票を得て当選（2期目）
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田中誠太 積み重ねてきた「八尾市の挑戦」実績版

田中誠太事務所
〒581-0084 大阪府八尾市植松町5-1-18　TEL：072-993-7715　FAX：072-992-8184　E-mail：info@tanakaseita.jp

70 ごみの８種分別の導入や廃棄物処理センターの建て替えなどによりごみの減量化を図りました。
71 ふれあい収集の利用促進や容器包装プラッティク収集回数の増など、利便性を高めました。
72 「八尾市路上喫煙マナーの向上を市民とともに推進する条例」を制定し、路上喫煙禁止区域を設定しました。
73 小学校区における路上喫煙マナー向上推進エリアを設置するため、取り組みを進めています。
74 地球温暖化防止セミナーやライトダウンキャンペーンなどのリーディングプロジェクトを実施しました。
75 子どたちへの環境学習の場や地域の憩いの場となるよう、国へ働きかけ大和川わんどが整備されました。
76 戸建て住宅への太陽光発電システムの設置に補助しました。

78 平成32年度の完了をめざし、八尾市全域で下水道整備を進めました。
77 発生が危惧される「東南海・南海地震」等に備え、高安受水場受水池等の耐震化を行いました。

環境を意識した暮らしやすい八尾
自然・環境目標5

79 すべての人権が尊重され共に認め合い幸せに暮らせる社会を実現するため、人権尊重のまちづくりを推進しました。
80 多言語対応など外国人市民に対するサービスの充実を図り、多文化共生社会の実現に向け取り組みを進めました。
81 平和な社会の実現に向けて、未来を担う次世代に平和の尊さを継承する取り組みを進めました。
82 総合計画で、はじめて「地域別計画」を策定しました。
83 「八尾スタイルの地域分権」を市民の皆さんと一緒に着実に歩みを進めてきました。
84 地域分権の具体的な仕組みを八尾市市民参画と協働のまちづくり基本条例の中に位置づけしました。
85 地域と向き合い、ともにまちづくりを進めるため、コミュニティ推進スタッフの配置や職員の地域担当制を導入しました。
86 町会加入の促進を支援するとともに、地域コミュニティの活性化に取り組んできました。
87 出張所事務を再編するとともに、保健師を出張所に配置し、保健師による地域での活動を充実させました。
88 校区ごとの「わがまち推進計画」に基づく校区まちづくり交付金制度を創設しました。
89 地域の活動拠点として、龍華・大正コミュニティセンターを順次整備しています。
90 計画的に校区集会所（東山本・亀井）などの整備等、地域の活動拠点を整備しています。
91 「市民の税金を一円たりとも無駄にしない」ことを基本に、財政の健全化に取り組みました。
92 行財政改革に取り組み、1期目で約84億円、2期目で約59億円の財源を生み重点施策を実施してきました。
93 親切丁寧な市役所づくりをめざし、総合案内室を設置しました。
94 市民の利便性を向上するため、市税や国民健康保険料などのコンビニ納付を開始しました。
95 市民の利便性を向上するため、パスポートの申請・交付の窓口業務を八尾市でスタートしました。
96 電子入札システムに係る契約管理システム等を開発し、公正で効率的な契約事務に取り組みました。
97 情報システムを総点検し、システム統合・改善など情報システムの最適化に取り組みました。
98 広域行政により安定的で効率的なごみ処理ができる「大阪市・八尾市・松原市環境施設組合」を設立しました。
99 外郭団体の見直しを進め、緑化協会や土地開発公社を廃止しました。

100 「集中改革プラン」の実施により、私を筆頭に職員の人件費の抑制・削減に取り組みました。

みんなでつくる八尾
まちづくり・コミュニティ目標6

62 ハローワークと連携し、近鉄八尾駅前に「ワークサポートセンター」を設置しました。
63 市内事業者の求人と求職者の志向に合わせた就職支援を行う「無料職業紹介所」を開設しました。
64 ＪＲ八尾駅周辺において、自由通路、橋上駅舎、駅前広場、駅周辺道路等の整備を進めてきました。
65 近鉄河内山本駅の駅舎耐震補強工事費やエレベーター等設備整備費を補助しました。
66 大阪外環状線沿いの市街化調整区域において、市街化区域への編入に向け取り組みを進めました。
67 玉串川の桜並木の良好な景観を市民の財産として永続的に保つよう「八尾市さくら基金」を創設しました。

69 道路・橋りょう等の点検を実施するとともに、点検結果に基づく長寿命化修繕計画を策定しました。
68 恩智川治水緑地で桜づつみの環境整備を行いました。
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　市民の皆様のご支援・ご声援を受け、住みつづけたいまちを創り、次代に元気な八尾を引き継いでいく取り組みに、
何事にも積極的に考え、果敢に挑戦する姿勢を貫きながら、懸命にふるさと八尾のまちづくりを進めてまいりました。 
　この２期８年間に取り組んできた、主な取り組みをお知らせします。

48 国の緊急経済対策を受け「八尾元気回復プラン（H２１年度）」を策定し、安心して生活できる環境づくりを進めました。
49 「八尾の魅力大使」を任命するとともに、八尾魅力満載BOOKを作成し、八尾の魅力発信に取り組みました。
50 観光協会の設立を支援するとともに、観光案内所の開設などに取り組みました。

54 新八尾図書館を開館するとともに、開館時間・曜日を拡大し利用しやすくしました。
55 龍華図書館を新たに設置（H27年８月予定）し、図書館４館体制を達成します。
56 子どもたちが本に興味をもち、読書意欲が高まるように、読書手帳を発行しました。
57 府と連携し新家調節池の上部を利用し「新家町市民運動広場」を整備しました。
58 元八尾南高校跡地のグラウンドや体育館を活用し、多目的スポーツ等に利用できる施設を整備しました。

51 歴史的遺産である高安千塚古墳群を周辺環境との調和を図りながら保存するため、国史跡指定を受けました。
52 “吹奏楽のまち八尾”としてのイメージを高める取り組みを行いました。
53 高安地域ゆかりの能をはじめ八尾の地域文化を次世代へ継承するため取り組みを進めています。

まちの魅力を高め、発信する八尾
八尾の魅力目標3

61 ビジネスマッチング博の開催などにより、国内外への「ものづくりのまち八尾」を発信しました。

59 商工会議所との合築による中小企業サポートセンターなどを含む商工振興拠点施設を設置しました。
60 「八尾ものづくりネット」の企業情報データベース英語版を構築しました。

職住近在のにぎわいのある八尾
産業・にぎわい目標4

28 就学前児童に成長手帳を配布し、子どもの成長記録やさまざまな子育て支援の場での活用を進めました。
29 出張所等での「あなたのまちの健康相談」を通じ、身近なところで相談に応じられる体制を整えてきました。
30 保育所待機児童解消に向けて、保育所定員数の拡大（平成27年度までに1,０４３名増。）に取り組みました。
31 身近な地域で保護者と子どもが気軽に集い、相談等ができる「つどいの広場」を設置拡充してきました。
32 子ども向けのウェブ・サイトを構築し、子どもたちが「ふるさと八尾」に愛着を持てる取り組みを進めました。
33 放課後児童室の利用時間の延長や、対象学年を小学校３年生から小学校６年生へ順次引き上げました。
34 小・中連携を強化した、高安地区での小・中一体化施設の設置に取り組んでいます。
35 「八尾市こども夢基金」を設置し、スポーツ・文化活動で顕著な成績をあげた子どもを応援しています。
36 子どもの夢をもとに提案を受ける「やおっ子元気・やる気アップ提案事業」を創設しました。
37 子どもたちの学校図書館の利用を促進するため、全中学校区に学校図書館サポーターを配置しました。
38 教育環境の改善に向け、小中学校の全ての普通教室、幼稚園の教室へ扇風機を設置しました。
39 24.2％（Ｈ21年度）であった学校施設の耐震化率を85％（Ｈ26年度見込）に改善し、平成27年度末に100%を達成します。
40 小・中学校ともにネイティブ・スピーカー（英語指導者）の派遣回数を拡大し、教育環境の充実に力をいれました。
41 小・中学校で道徳・防災・総合的な学習といったテーマで「土曜スクール」の実施を推進しました。
42 環境教育の一環として、長寿命・省電力のＬＥＤ照明による防犯灯を小・中学校に設置しました。
43 警察、地域と連携して通学路の「緊急合同点検」を実施し、児童の安全を確保するため取り組みを進めました。
44 学校教育を通じて、命を大切にし自らの命を守っていくことのできる児童・生徒の育成に取り組みました。
45 小・中学校に電子黒板やデジタルテレビ、パソコンなどＩＣＴ機器を配置更新し、授業環境の充実を図りました。
46 クラブ活動を支援するため、備品購入や楽器の修繕費用などの活動助成予算を増額しました。
47 学校活動を支援するため、学校長の裁量で支出できる学校配当予算を増額しました。

1 災害が発生した直後から着実に動くことのできるよう地域防災計画の改訂を行いました。
2 市内全ての中学校に防災倉庫を設置完了し、毛布や組み立て式トイレなど防災資器材を配備しました。
3 消防無線のデジタル化や各消防署の自家発電用燃料の追加備蓄など、消防体制を充実しました。
4 救急隊の増隊（５隊⇒６隊に）と救急救命士を含む体制の充実等により、救急体制を整備しました。
5 消防団の屯所を計画的に更新するとともに、消防団の装備の充実に取り組みました。
6 市内全ての小学校（29校）、スポーツ施設等へＡＥＤ（自動体外式除細動器）を設置しました。
7 河川防災ステーションの役割を持つ大正コミュニティセンターを整備しました。
8 防災拠点として「南木の本防災公園、防災体育館」を整備しました。
9 「災害時要配慮者支援プラン」策定や避難行動要支援者名簿の作成など安全に避難できる体制づくりに取り組みました。

10 LED防犯灯の設置補助を進め、地域で課題となっている犯罪が起こりやすい場所への対応を支援しました。
11 地域の皆さんとともに地域の状況を見直しながら「地域安全マップ」づくりを進めました。
12 防犯カメラの設置に力を入れるとともに、新しい「ひったくり防止カバー」の作成など防犯対策に取り組みました。
13 地域の中核病院として病院改革プランを策定し、市立病院の経営の健全化（黒字化）を達成しました。
14 国（見込）及び府のがん診療の拠点病院の指定を受けるとともに小児救急・周産期医療等の提供に取り組んできました。
15 空き家等の適正管理に関する条例を制定し、空き家や老朽化した住宅に対する対策に取り組みました。
16 身近な地域包括支援センターで相談が受けられるよう５か所を増設し、市内全11か所に設置しました。
17 「高齢者ふれあいサロン」をモデル設置し、仲間づくりの場など、高齢者の外出機会の創出につなげました。
18 市内全域を対象に事業者の協力を得て、高齢者を見守るネットワークづくり（孤立化防止）に取り組みました。
19 府内でも先駆的に24時間体制の訪問看護介護事業に取り組みました。
20 高齢期を安心して過ごすことができるよう介護施設（特別養護老人ホーム）の増設に取り組みました。

22 大腸がん・子宮がん・乳がん検診は無料クーポン券を配布し、胃がん検診は個別健診を開始しました。
23 ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン、子宮頸がん予防ワクチンの全額公費負担を実施しました。
24 一般会計からの繰り入れなどにより負担緩和を図り、国民健康保険料の引き上げの抑制に取り組みました。

21 認知症サポーターや介護予防サポーターの養成に積極的に取り組みました。

誰もが安全で安心して住み続けられる八尾
安全・安心目標1

25 平成19年度では妊婦健診1回分7,320円の支援を、健診14回分100,500円の支援に引き上げました。
26 子ども医療費助成制度を段階的に引き上げ、中学校卒業までの通院・入院にまで対象を拡充しました。
27 市内にお住いの全ての赤ちゃん（生後４か月まで）の家庭を訪問し、子育て関連の情報提供を行っています。

子どもや若い世代の未来が広がる八尾
子どもの未来目標2

女性の活躍健康地域分権 行財政改革 未来の八尾創り
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